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研究成果の概要（和文）：

本研究では、日本語を母語とする学習者のドイツ語習得過程と学習環境との関係について、

学習環境の異なるドイツ語学習者を対象にドイツ語でのインタビュー調査を行い、口頭コミュ

ニケーション場面における言語行動を考察した。調査は 38 名に対して行なわれ、インタビュ

ーの文字化作業、分析の基盤となるデータベースの作成を行なった。コミュニケーション中心

の少人数制授業を受けた学習者は、文法・語彙・音声・コミュニケーション行動の各側面にお

いて、ポジティブな変化をしていることが確認された。

研究成果の概要（英文）：

This research investigated the contributions of different language learning settings to the
development of learner language by Japanese learners of German. During the research
period, 38 learners received oral interviews in German. Video and audio recordings of the
students’ performances were made and then transcribed. From the transcripts a database
of different aspects of their performances was made. Developmental changes appeared in
learners in a small group setting; these developments ranged from their phonetical, lexical,
and syntactic performances, through to their use of communication strategies.
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１．研究開始当初の背景

ドイツ語学習者の言語行動については、ド
イツを中心に第二言語習得研究で実証的研
究が行われ成果をあげているが、その多くは
自然な環境下での習得過程を扱ったもので
ある。授業におけるドイツ語習得については、
フランス語を母語とする学習者の作文に見
られる統語構造を中心とした習得過程に関
する研究があるが、コミュニケーション場面
におけるドイツ語学習者の言語行動につい
て実証的に研究しているものはほとんど見
られない。日本語を母語とする学習者の習得
過程についても、学習者の誤用分析等の研究
を除いては、言語行動の変化を実証的に分析
した研究は少なく、授業におけるドイツ語の
音声コミュニケーションの習得過程を扱っ
たものはほとんどない。

このような背景を踏まえ、本研究では、報
告者らが平成 16 年度から 18 年度にかけて行
った研究プロジェクト〔科学研究費補助金
「音声コミュニケーション中心の少人数授
業における日本語母語話者のドイツ語習得
過程」基盤研究（Ｃ）（一般）〕の成果にもと
づき、異なる学習環境がドイツ語習得過程に
どのような影響を与えるかについて、実証的
に分析するための基盤をつくることを目指
した。

２．研究の目的

平成 16年度から 18年度にかけて報告者ら
が行った研究プロジェクトでは、音声コミュ
ニケーションを中心とした少人数授業によ
り、１回 90 分という限られた時間であって
もドイツ語の音声コミュニケーションを重
点的に行う機会を得ることで、学習者は語
彙・文法・音声・コミュニケーション行動に
おいてポジティブな変化を示していること
が観察された。ドイツ語を使用する機会の少
ない日本における学習環境でも、少人数でコ
ミュニケーションを行う場面を十分に取り
入れることで、学習者のドイツ語運用能力に
プラスの効果があることは、今後、口頭コミ
ュニケーション能力の育成を目指す授業を
構築する際にも、１つの指標となりうるもの
である。

本研究プロジェクトでは、このプロジェク
トの成果を踏まえた上で、異なる学習環境
（音声コミュニケーション中心の少人数授
業、従来型のドイツ語授業、短期留学、長期
留学）を背景に持つ日本語を母語とするドイ
ツ語学習者を調査し、学習環境がドイツ語習
得プロセスに与える影響を明らかにするた
めの基盤作成を目指した。

調査・分析には①文法の習得、②語彙なら
びに理解方略の展開、③音声、④コミュニケ

ーション行動の 4項目を設定した。それぞれ
の初期目標は以下の通り。

① 文法の習得：ドイツ語に特有な動詞 2 位
と動詞末尾の語順の習得の際に働く要因
を、１）活用の習得との関連および、２）
日本語を母語とする学習者にとって、最初
の第二言語である英語からの干渉の 2点を
中心にしながら明らかにする。

② 語彙ならびに理解方略の展開：少人数の
音声コミュニケーションを中心とした環
境において、語彙がどの程度拡張されるか
の量的効果を検証する。またコース終了後、
定着度の検証も行う。同時に意味理解にお
けるトップダウン方略の活性化状況につ
いて調べ、習得環境がこの点にどう影響す
るかを明らかにする。

③ 音声：学習者が音声コミュニケーション
能力をどのようにして伸ばしていくのか、
その過程において特に重要となる音声的
側面は何かを明らかにする。本研究では、
音声コミュニケーションを音声による談
話に重要とされる要素全てとして捉え、談
話に重要なプロソディ(韻律)すなわちリ
ズム、イントネーション、ポーズ(休止)、
談話標識語の音声面にも着目し、これらの
要素を学習者は音声コミュニケーション
重視の少人数授業を通してどの程度まで
習得出来るか、その過程で、母語の干渉等
の問題点はあるか明らかにする。

④ コミュニケーション行動：学習者の発話
行動のうち、特に話者交替やリペア(訂正)、
聞き返しなどの方略、言いよどみなど、音
声による談話行動において重要となる要
素に着目し、視線や身振り、表情などのノ
ンバーバルな側面も含め、学習者の発話行
動を分析する。

３．研究の方法

本研究では、音声コミュニケーション中心
の少人数授業、通常の授業、および１ヶ月程
度の短期海外語学研修、１年程度の長期留学
の 4つの異なる学習環境でドイツ語を学んだ
学生（日本語母語話者）を対象に、ドイツ語
でのインタビュー調査を行った。

（１） インタビューの方法

調査への協力を申し出た学生に対し、学期
開始時と終了時（または、海外語学研修の前
後、長期留学の前後）の計２回、各30分程度
のインタビューを行なった。インタビューで
は、ドイツ語母語話者に協力してもらい、①



自由会話、②映画のストーリーの説明、③ロ
ールプレイ、④会話文の朗読、の４部で構成
した。

① 自由会話：簡単な自己紹介を促すための
質問を母語話者が行い、ウォーミング・ア
ップとした。

② 映画ストーリーの説明：ドイツ語学習用
教材として作成されたアニメーション映
画 “Der Falschspieler”を使用した。こ
のアニメーションでは言語が使用されて
いないため、学習者は自分の持っている言
語リソースを使って、そのストーリーをイ
ンタビュアーにドイツ語で説明する必要
がある。

③ ロールプレイ：夏休みにドイツの大学で 4
週間の語学研修に参加している状況を設
定し、「自分のクラスがレベルに合わない
ので事務所でクラス変更を申し出る」とい
う状況で会話を行ってもらった。母語話者
には事務所の担当者の役割をしてもらっ
た。

④ 会話文の朗読：母語話者(留学生)をコン
サートに誘うという設定で行った。途中ま
で用意されている対話文を朗読してもら
い、後半は自由に会話を展開し、待ち合わ
せの時間や場所を決めるまでの対話を行
ってもらった。

以上の４部から構成される同一の課題を、
学期はじめと学期終了後（または短期・長期
留学前後）に行い、学習者の発話の変化を観
察した。また調査の際には、インタビュー後
に、課題のどのような部分が難しいと感じた
か、ドイツ語での発話について自分ではどの
ような問題を感じているか、また前回の調査
時と比べて、自分でどのような点が変化して
いると感じたなど、ドイツ語でのコミュニケ
ーション行動について、日本語でのインタビ
ューも行い、学習者自身の視点からも考察し
た。

（２）データの記録と分析方法

① 記録方法：インタビューの内容は全てデ
ジタルビデオカメラ２台を用いて撮影し、
ハードディスクレコーダーおよびマイク
ロフォン 2 機を用いてステレオ録音した。
ビデオカメラのうち 1台は学生のみを記録、
もう 1台は会話の相手となる母語話者と学
生の両方を記録した。

② 文字化：ハードディスクレコーダーを用
いて記録した発話は、転記用ソフトウェア

MultiTrans を用いて文字化を行い、分析の
ための一次資料を作成した。

③ 音声面の分析：ハードディスクレコーダ
ーにより録音した音声データ（wav ファイ
ル）は、音声分析ソフトを用いた音響分析
を行い、音声波形・ソナグラム・ピッチ曲
線を用いて、発話速度、ポーズの持続時間、
ピッチを測定した。

④ 学習者の視点：ドイツ語での発話に関す
る日本語のインタビューを、転記用ソフト
ウェア MultiTrans を用いて文字化作業を
行った。その上でカテゴリーを設定し、分
類した。

（３）調査時期と人数

①平成 19 年度：
・ 調査回数：計 4 回（4月、7 月、10 月、1
月）

・ 調査人数：30 名（音声コミュニケーショ
ン中心の少人数授業 23 名、通常の授業参
加者 6名、短期研修前後 2名、短期研修前：
2 名、長期滞在前 2 名）。

② 平成 20 年度：
・ 調査回数：計 3 回（4月、7 月、10 月）
・ 調査人数：9名（音声コミュニケーション
中心の少人数授業 1 名、短期滞在後 2 名、
短期滞在前後 1 名、長期滞在後 3名、長期
滞在前 2 名）。

４．研究成果

（１） データベースの構築

本研究では、日本語を母語とするドイツ語
学習者のコミュニケーション行動を記録し、
文字化作業を行うことで、今後の研究と分析
の基盤となるデータベースを構築した。調査
時のドイツ語でのコミュニケーション行動
を記録した映像データもデジタル化し、音声
データとあわせて参照できるようにした。ま
た、学習者のプロフィール（学習歴）もデー
タベース化したことで、発話行動を学習プロ
フィールと照らし合わせて考察することが
可能になった。さらに、データの文字化作業
を行い、学習者の言語行動を紙媒体で視覚的
にも確認できるようにした。日本語を母語と
するドイツ語学習者について、このようなデ
ータベースは他には見られないことから、日
本語母語話者のドイツ語学習プロセスにつ
いて、今後の研究の基盤をつくることができ
たと考えられる。

（２） 転記上の問題と学習者言語の特徴



学習者の発話には、目標言語の規範から逸
脱する特徴がさまざまなレベルで見られる
ことから、文字化作業には細心の注意が必要
だが、学習者言語の転記を行う際の文字化方
法についても、さまざまな知見が得られた。
特に転記が難しい点には、フィラーやポーズ、
言いよどみ、目標言語とも母語とも異なり、
どの言語か特定できないもの、語彙を混合し
てしまったもの、目標言語と既習外国語（英
語）との混同などが挙げられるが、こうした
点は日本語を母語とするドイツ語学習者の
ドイツ語に見られる重要な特徴を示してい
る。こうしたことからも、①学習者言語は不
安定なものであること、②学習者は母語（日
本語）、目標言語（ドイツ語）、既習外国語（英
語）の 3つの言語を取り混ぜてダイナミック
な言語活動を行っていること、③学習者はド
イツ語の個々の現象について、仮説をつくり
それを検証し修正していること、が確認でき
た。学習者は自らの言語知識（L1, L2, L3）
を活用しつつ、目標言語（ここではドイツ語）
に関する学習者言語を構築していること、学
習者言語は個別的かつ常に変化・発展してい
る言語システムであることが、文字化作業か
らも確認された。

（３） 言語行動の変化

音声コミュニケーションを中心とした少
人数授業の参加者については、以下のことが
観察されている。

①語彙：ほとんどの被験者において異なり語
数の増加が見られる。また、使用語彙の多様
性も高まっている。語彙の多様性を測る指標
としてはタイプ・トークン比（TTR）が広く
使われているが、この指標はテクストの大き
さに敏感であることが知られている。2 回の
調査でトークンの数が大きく変化している
被験者が多かったので、今回の分析では
Carroll による修正 TTR（トークンの 2 倍の
平方根をタイプで除したもの）を採用した。
ほぼ全員がこの数値を改善しており、多様な
表現手段を獲得していると評価できよう。し
かし、語彙については全量を直接測ることが
できないため、なんらかの代表指標が必要と
されるが、今回の被調査者のようなケースに
おいて、どのような指標が有効であるかにつ
いては検討の余地がある。

②文法：文の複雑さ、活用形の習得、時制の
習得、語順について考察した。
・文の複雑さ：複合文の使用比率については、
ポジティブな変化を示した学習者とネガテ
ィブな変化を示した学習者がいる。
・定動詞の形態：定動詞の人称変化の正用率

は高いが、正用率を下げている学習者も見ら
れる。
・時制：課題の性質も影響して、現在形の使
用が圧倒的に多いが、一部の学習者には過去
形・現在完了形の使用の拡大が顕著に見られ
る。
・語順：定動詞 2 位については「主語＋動詞
＋その他の文肢」の語順が圧倒的に多い。文
頭に主語以外の要素を置く文の産出頻度は
少ない。 [主文の文枠形成＞非主語の文頭配
置(V2)＞従属文の定動詞後置]の習得順序が
想定できる。なお、英語の語彙が頻繁に混じ
る被験者においては、他の被験者に比べて、
非主語の文頭配置の際に定動詞が三番目の
位置におかれたり、話法の助動詞の構文にお
いて本動詞が助動詞の直後におかれるなど、
英語からの干渉と思われる現象がみられた。

③音声：無音ポーズ、ポーズ間の発話時間、
自由会話における応答時間について、少人数
クラス参加前後の時期で比較したところ、以
下の特徴が見られた：
・自由対話において、応答時間がより短くな
る学習者もいたが、学習者によっては応答時
間がより長くなる傾向も見られた。
・学習者の中には、ポーズ間の平均発話時間
がより短くなる傾向が見られた。このことは
フィラーや単語単位での短い発話がより頻
繁に現れている可能性を示唆している。
・学習者の中には無音ポーズの持続時間がよ
り長くなる傾向が見られたが、持続時間に有
意な差が見られない学習者もいた。
・無音ポーズの持続時間に有意な差が見られ
なかった学習者の発話データについて、ポー
ズの出現位置を詳しく調べたところ、文・句
やフィラーの直後のポーズが増加し、単語間
や単語内でのポーズは減少する傾向がある
ことが明らかになった。また、同じ学習者の
発話データについて、フィラーの音形を調べ
たところ、少人数授業参加後の音声データに
は/hm//mm/などのような鼻音を語末に含ん
だフィラーが多くみられ、ドイツ語母語話者
が用いるフィラーとも類似する音形が頻繁
に見られた。また、フィラーとしての/a/は
参加前・参加後の時期で共に多く出現してい
るが、参加後の発話データには長母音の/aː/
が頻繁に現れており、ドイツ語としてより自
然なフィラーの音形が見られた。

④コミュニケーション行動：学習時間の経過
につれ、対話の相手とのインタラクションの
中でのストラテジー使用から、自らが身につ
けた目標言語を用いてコミュニケーショ
ン・ギャップを解消しようとするストラテジ
ー使用へと変化していることが観察された。
コミュニケーションの中で対話の相手に頼
るだけでなく、身につけた言語能力を用いた



ストラテジー使用ができるようになってい
るものと考えられる。また、学習者によるス
トラテジー使用には個人差も見られるが、学
習時間の経過につれ、ストラテジー使用が減
少していることが観察された。全体として、
インタラクショナル・ストラテジーからダイ
レクト・ストラテジーへ、さらにストラテジ
ー使用の減少、という変化が生じていること
が観察されたが、これは学習時間の経過によ
り、学習者の言語能力が向上し、コミュニケ
ーション・ギャップを解消するためのストラ
テジー使用を必要とする頻度が減少してい
るということも考えられる。

（４） 今後の課題

学習環境の違いが習得過程に与える影響
については、これまでに収集したデータをも
とに、現在ひきつづき分析をすすめていると
ころである。また、コミュニケーションにお
いては、流暢性・正確さ・複雑さの要因が絡
み合っていることが先行研究でも指摘され
ていることから、語彙・文法・音声・コミュ
ニケーション行動の変化について、これまで
に収集したデータを用い、今後、その相互的
な関連を明らかにする予定である。
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